第二回　L-Band RF Gun 開発G会合議事録案

日程：2008/7/25(金）

時間：13時30分より14時30分

参加者：早野、浦川、栗木（KEK）、柏木（阪大）、武藤、本田（JAEA)、正中（広島）

ビデオ接続(52869)

早野より、スケジュール等について説明があった。

· 現在、FNALで冷却水配管のマニホールドの加工中。

· ９月上旬に空洞の銅ロー付け予定

· ９月下旬に空洞納入予定（当初の予定より二ヶ月遅れ）

柏木より周波数測定および調整について報告があった

· PITZにおける変形による周波数調整は300kHz程度。これ以上の周波数調整は難しいと思われる。

· カプラー部のHFSSによるシミュレーションを行った。ショート位置120mmで反射S11が極小となるが、カプラー部における軸対称性は悪化する（追加情報、08/07/29)。今後、空洞部も含めてシミュレーションを行う予定。

· ショート板の位置調整は5, 10, 15mmのアダプターを製作し行う。

栗木よりレーザーについて報告があった

· 豊田通商との間で契約が成立した。

· レーザーの繰り返しはRDRのパラメーターのひとつである2.708(1300/480)MHzおよびその二倍、四倍とすることにした。

· レーザーオシレーターをマスターとして、その周波数は21.67あるいは53.35MHzとする。

· オシレーターの可変性は10.83±1.3kHz程度、精度（ふらつき）は10.83±100Hz未満。オシレーター部は0.1度以下に温調、かつ振動除去が必須。

· マクロパルスの立ち上がりと立ち下がりについては、一マイクロパルスの間隔で可能。シングルパルスも可能である。

· 繰り返し2.708MHzの場合、一マイクロパルスのエネルギーが大きくなるので、仕様よりもパワーが下がってしまうかもしれない。（追加情報）


C:レーザーがある程度形になった時点で立ち合い試験は必要である。

その他

Q：RF測定についてはいつごろになりそうか？

A:10月以降だろう。それまでに周波数測定の方法について詰めておく必要がある。

C:実際の周波数のズレの大きさにも依存する。あまりにも大きければ、空洞の作りなおしという可能性もある。

次回会合は8/29(金）、13：30の予定　　　　　　　　　　　　　　　文責　栗木

